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はじめに 

 

本報告書は、亀山・関テクノヒルズ開発事業の実施にあたり、「（仮称）亀山・関テクノレジダ

ンス・（仮称）白川スカイヒルタウン開発計画に係る環境影響評価書（平成 5年 10月）」（以下、

「評価書」という）及び「亀山・関テクノヒルズ開発計画に係る環境影響評価調査検討報告書（平

成 7年 3月、平成 14年 4月、平成 14年 9月、平成 15年 4月）」に記載した「環境保全のための

モニタリング計画」に基づき、施設供用後及び工事中に行うとした事後調査の結果（平成 29年度

実施分）をとりまとめたものです。 

なお、本報告書には（仮称）白川スカイヒルタウン開発計画に係る調査は含みません。 
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第 1章 事業の概要 

1 事業者の氏名及び住所 

事業者の名称：住友商事株式会社 

代表者の氏名：大阪不動産建設部長 中本 昭人 

所  在  地：大阪府大阪市中央区北浜4丁目5番33号 

 

2 対象事業の名称、種類及び規模 

対象事業の名称：亀山・関テクノヒルズ開発事業 

対象事業の種類：工業団地の造成事業 

対象事業の規模：事業総面積 2,312,500ｍ2（全工区） 

 

3 対象事業実施区域 

三重県亀山市白木町、関町白木一色及び鷲山地内他（図1-1） 

 

4 対象事業の進捗状況（平成 30年3月末現在） 

本開発事業の進捗状況は以下のとおりで、それぞれの区画については、図1-2に示したとおりです。 

以下、第1期工区は亀山工区と、第2期工区は関工区と記載します。 

平成 14年 4月より、亀山工区の第 1期造成工事（準備・防災工）に着手し、平成 15年 5月に第 1

期・第 2期（e-1・2の 2区画、f区画、g区画、j-1・2の 2区画、k区画）の造成工事が完了しまし

た。 

平成16年7月からは、第3期（d-2～4の3区画）の工事に着手し、平成17年4月に造成工事が完

了しました。 

平成18年4月からは、第4期（i-1・2の2区画、n-1・2の2区画、o-1～3の3区画、p-1～4の4

区画）の工事に着手し、平成19年4月に造成工事が完了しました。 

平成28年3月からは第5期（a-1～4、b、c-1～3、d-1-1、2）の工事に着手しています。 

また、平成15年8月から順次、施設の供用が始まり、平成30年3月現在、亀山工区のうち、「d-2

～4の 3区画」、「e-1・2の 2区画」、「f区画」、「g区画」、「i-1区画」、「k区画」、「l区画」、「n-1区

画」、「n-2区画」、「o-3区画」、「p-1区画（西側）」、「p-4区画」において、進出企業により施設の供用

が開始されています。 

  





















 

1-2-4 調査結果 

放流先河川である鈴鹿川の水質調査結果は表3-1-3に示したとおりです。 

鈴鹿川（鈴国橋より上流）には環境基準のAA類型が指定されており、今回の結果を環境基準と比較

すると、pH、SS、DOでは全ての調査時において環境基準を満足していましたが、BODは平成29年7月

26日調査時において、大腸菌群数は平成29年 12月 22日、平成 30年 2月 28日を除く全ての調査時

において同基準を満足できない値となっていました。 

また、健康項目の調査では、硝酸性・亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう素を除く項目で定量下限値未満

でした。検出された硝酸性・亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう素についても、その値は小さく、それぞれ

環境基準を満足していました。 

 

































 

3-5 鳥群集の多様度 

ルートセンサス調査結果に基づき、全多様度（I）及び平均多様度（H´）を求め、調査時期ごと、ル

ート毎に群集構造の複雑さを比較しました。 

算出に用いた式は次に示すとおりであり、これにより求められた多様度指数は表3-3-3に示したと

おりです。 

平均多様度（H´）の数値が高いことは、その群集が特定の種に偏ることなく複雑であることを表し

ています。 

今回の調査の結果では、いずれのルートにおいても平均多様度（H´）の値はほぼ同じ結果が得られ

ました。 

確認種数・確認個体数とも、いずれのルートもこれまでの調査と同程度の確認状況でした。 

今回の調査結果を現況調査と比較すると、ルート1は今回の調査時の種数が、ルート2は現況調査

当時の種数・個体数が多い結果でしたが、現況調査時のルート1、8ともに出現状況に偏りがあったも

のと思われ、平均多様度（H´）は今回の調査時の方が高い結果となりました。 

一方、近年の調査結果と比較すると、種数や個体数はやや少ないか同程度であり、種構成もほぼ類

似したものであることから、大きな変化が見られないものと考えられました。 

このことから、今回調査を実施した緑地では、その環境が良好に維持されているものと考えられま

した。 

 

 

  

ブロイランの情報量方程式（単位：ビット） 

全多様度（I） 

I =
𝑁!

𝑛1! 𝑛2! ∙∙∙ 𝑛𝑆!
 

シャノン・ウィーバーの平均多様度（H´）（単位：ビット） 

平均多様度（H´） 

H´ = −∑
𝑛𝑖
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